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第 3 章「企業統治の主体:企業組織を誰が統治するのか ?J では、株式会社の大規模化にともなう権限委譲と機能
分化、専門分化の問題において、不可避的に生じるアンビパレントな経営、組織問題を検討しながら、特に「主体性
の分岐J I指向性の相異」という問題を取り上げている。














第 7 章「企業統治における創発牲」では、企業統治の構造、構造、過程を踏まえて、 トップ・マネジメントにおけ
る「創発'性J r新規性を有した妥当性」という問題を中心に論じている。最高責任者である経営者の個人的力量だけ
では、企業組織を統治することは不可能であるという前提に立ちながら、「組織における創発性」のための要件、建
設的討議を実践するための方法を検討している。
第 8 章は、企業統治における戦略的課題についての結論と要約である。
研究全体の結論としては、企業統治における本質的課題は、企業組織全般における「新規な合意形成、妥当性」を
追及し続けることであり、そのために、 トップ・マネジメント能力が戦略的課題であると結論付けている。
論文審査の結果の要旨
企業統治に関する論考はこれまで、さまざまな角度から論じられてきた。しかしながら、統治そのものを戦略論の
観点から議論したものは稀有である。今日、各種企業情報の流通量が増大し、それに対応するための戦略が、統治の
根幹に係わりだし、いきおい本論考の意義は大きい。加えて、意味論の必要性から組織化理論を援用したユニークさ
は、評価に値する。従って、博士(経済学)の学位に値する論考であると、判断する。
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